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「輝け大作戦 !!」

校長 松尾 利之

新年明けましておめでとうございます。今年もよろし<お願いいたします。地域・保護者の皆

様におかれましては冬休みのあいだ生徒達を見守りいただき感謝申し上げます。

冬休み中は大きな事件や事故がなく、無事に 3学期始業式が迎えられたことを嬉し<思い

ます。しかし、世の中には心安らぐお正月を過ごせない方々がたくさんいることを忘れてはな

りません。2年前の元日に起こつた能登半島地震、今でも約 18000人の方が仮設住宅での

生活を続けています。また、昨年末の大きな火災では家を失つた方々もいます。心よりお見舞

い申し上げます。また、外国では今この瞬間も戦禍の中で生活している人々もいます。私たち

は平和で穏やかな日常に感謝しながら新たな年をスタートしたいものです。

さて、お正月の風物詩のひとつに「箱根駅伝(東京箱根間往復大学駅伝競走)」があります。

102回 目の今年は青山学院大学が1区 16位からの大逆転劇で優勝し、2回目の3連覇を成し

遂げました。青山学院大学駅伝チームの原監督は、昨年12月の記者会見で今大会の作戦名を

「輝け大作戦」と発表しています。青山学院大学はこれまでにも「ハッピー大作戦」、「わくわく

大作戦」などユニークな作戦名でレースに臨んできました。今大会の「輝け大作戦」に込められ

た願いは、“一人ひとりが一番星となって、輝いて大手町(ゴール)に帰つてきてほしい"という

ものだそうです。この作戦のもと、選手一人ひとりがそれぞれの持てる力を十分に発揮して輝

き、優勝という栄冠を手にしたのです。ところで、「輝く」という言葉のイメージからは優れた

能力や素質を持つたスター性のある特別な人をイメージするかもしれませんが、そうでは強い

のです。では南中生一人ひとりが輝くとは、どのようなことをさすのでしようか。それぞれ輝

く場面は違うにしても、「ひたむきに努力する」、「物事に一生懸命取り組む」、「誰かのために

行動する」、しかもそれを自分の意志や判断により行動する人から輝きを感じるのだと私は思

います。反対に、「言い訳ばかりして努力を怠る」、「物事を中途半端にして投げ出す」、「いつも

自分のことを最優先にする」というような人からは輝きは感じられないし、その人自身が成長

することもないでしょう。さらには、青山学院大学の選手達がお互いを:リスペクトしているよ

うに、自らが輝いている人は、仲間や周りの人の輝きもしっかりと見えているのだと思いま

す。

3学期がスタートします。1,2年生は学習や部活動などでの苦手を克服し進級に向けて力
をつけてほしいと思います。そして 3年生は多くの人がこれから受験の本番を迎えます。不

安な気持ちもあるでしょうがここまで来たら自分を信じて全力を尽<すのみです。健闘を祈り

ます。

2026年も、それぞれの夢や目標に向かって、また、小金南中をよりよい学校にするため
「南中生も輝け大作戦 !l」 活躍を願っています。



今年の干支から

皆さんは、初詣に行かれましたか。実は、私たちの住む松戸市内にも、今年の

千支である「午 (う ま)」 にゆかりのある神社やお寺があります。たとえば、松戸神

社では、立春後最初の「午の日」に「初午祭」が行われ、地域の人々が五穀豊穣

や安全を願った催し物があります。また、馬橋にある萬満寺も、その地艦が示すように、かつて人々

の暮らしと馬が深く関わっていた歴史を今に伝えています。こうして探してみると、千支や行事は、

遠い音の話ではなく、私たちの身近な地域の中にもあることがわかります。

今年は、千支でいうと「午年」、十千十二支では「丙午 (ひのえうま)」 という年になります。馬は、

前へ進む力をもち、長い道のりを走り続けることができる動物です。同時に、人とともに働き、支え

合ってきた存在でもあります。午年は、「自分の足で進むこと」と「周囲と関わりながら進むこと」の

両方を大切にする姿を表していると言われています。

また、「丙」は火を表し、明るさや情熱、考えを外へ広げていく力を意味しています。そのため、昔

から丙午の年は、変化が起こりやすく、新しい動きが生まれやすい年とも考えられてきました。

世の中に目を向けると、社会はより複雑であり、|つの工解を矢口っていれば安′むできる時代では

なくなってきています。そのため、私たちは「正解が用意されていない問い」と向き合いながら、常に

考え続けながら進んでいく力が求められています。前を向いて進む馬の姿は、まさにこれからの生

き方を問いかけているように見えます。速さも大事ですが、ミの在り方や行動の意味を考えながら

進むこと。千支の馬に思いを重ねてみると、本校の学校目標である「豊かな′むと実践力を持ち、自

主貢献できる生徒の育成」という言葉が、自然と重なって見えてくるのではないでしようか。

《1月 の 予 定》最終下校時刻17:00給食:○→全学年 ■2→ |, 2年生のみ カウンセラー来校日:SC

日 曜日 給食 行事予定等日 曜日 給食 行事予定等

17 土 /
/ 学校自由参観、新人生保護者説明会

20 火 ○

21 水 ○ SC

22 木 ○

23 金 ○ 市内新人駅伝大会7 水 // 始業式、学校生活アンケート

○ 3年生実カテスト8 木

○ 全校委員会9 金

26 月 ○

27 火 ○

28 水 ○ SC学校生活アンケート .

29 木 ○13 火 // 千教研

30 金 ○i4 水 ○ 職員会議 SC

:5 木 ○

16 ノヽコZ ⌒
Ψ

〈2月 の主な予定〉5日 (木)試験前諸活動停止 5日 (木 ),6日 (

|1日 (水 )建国記念の日 12日 (木),13日 (金 )|,2年生定期テスト 17日 (火)1,2年生実カテスト

20日 (金)答案返却日 23日 (月 )天皇誕生日 25日 (水 )学校生活アンケート
27日 (金)3年生を送る会

金)3年生定期テスト9日 (月 )職員会議
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